
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

清水 扶桑

エンジェルハィロゥ
エンジェルハィロゥ

UGNエージェントB

23

忘却

天涯孤独

憎悪

大成功

高校生

女性

35

好敵手

0
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2
0

0
1
0
0

1
3
0
2

1
10
2
2

24
22
22
27
54

1 1
1 11

UGN 1

光銃<水面>作成
瞬間射撃

60)
80)

射撃
射撃
射撃
射撃

10r+1
10r+1
11r+1
12r+1

7
7
7

4
24
24
24

2.攻撃力は+[Lv+2]
7.ｺﾝｾﾝﾄﾚｲﾄ、小さな塵、ｵﾌﾞﾃｨｶﾙﾚﾝｽﾞ使用

2 通気性も保持したもの。下着に近いか。

2 0

固定・Ｄロイス）【賢者の石】
固定・Ｓロイス）尾塚 屠龍(PC間ﾛｲｽ)

清影宗司
竜胆・Z・美羽

純愛
連帯感
好奇心
好奇心
信頼
同情

恐怖
無関心
不安
脅威

不信感
不信感

増血剤
制服

携帯電話
学生証

筆記用具
無線

思い出の品
ｺﾈ）UGNの幹部

ｺﾈ）情報屋
光のかけら

6 1

ワーディング

リザレクト

光の銃

オブティカルレンズ

コンセントレイト

小さな塵

光の裁き

七色の直感

ウサギの耳

天よりの閃光

★

0

2

3

3

5

2

★

★

★

-

1d10

2

3

2

2

5

オート

気絶時

ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

マイナー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

視界

-

至近

至近

武器

視界

至近

シーン

自身

自身

自身

単体

単体

単体

自身

自動

自動

自動

自動

対決

対決

自動

自動

-

↓100

ピュア

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

光を集め、射撃武器を作成

ｼｰﾝにLv回。対象は単体のみ。攻撃に+【感覚】

ｸﾘﾃｨｶﾙ値を-Lv

組合せ攻撃に+[Lv*2]

ｼﾅﾘｵ一回、回避不可。ダイスを+[Ｌｖ*2]個

対象から感情や容態なども読み取れる。相手が隠す場合自（知覚）相手（意志）で対決

必要なら<知覚>。聴覚がかなり鋭くなる。

眩い光を放ち、周囲を明るくするエフェクト。光の強さは自身で調節が出来、強い光からかすかな光まで自由自在である。

あまり知られていないが身体に【賢者の石】を持つことによっていつも体調が優れない子。
胸も大きく、プロポーションも良い。あと胸がでかい。そして達筆である。

【賢者の石】は身体の負担が大きいためか血を吐くことは日常茶飯事である。
体調が優れないが身体が弱いというわけではない。
これは体調をこれ以上悪化させないように自身で思い立ち、トレーニングを欠かさないからだ。
なのだが筋肉質になるというわけでもなく、胸も減るどころか微量に大きくなっているらしい。
おかげで一部の女学生からよく揉まれそうになるそうだ。
女学生と言ったが本人は勿論そんな歳ではない。
支部長の命で月桂冠学園に潜入することになったためだ。
しかし、年齢が合っていないためにどう頑張っても周りより大人びている。（実際に大人だから仕方ない）
これにより、日頃からある心労が更に増える羽目に。

戦闘時は光を集め、光銃<水面(みなも)>を創造。そのまま光弾を射出する方法をとっている。
生まれつきか否か、はたまたこの能力のせいか否か。感覚器官が鋭いためにいろいろと不具合もあるようだ。
つまり感じやｓ（ﾄﾞﾊﾟｰﾝ

彼女の生涯の相棒は尾塚 屠龍。
おそらくこれから替える気はないし、替わることもない。
生まれ落ちてから孤独に生きてきた彼女にとって彼の存在は家族に近いものがあるのだろう。
そして互いに極めあう好敵手でもある。
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